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編 集 後 記
　人工知能（artificial intelligence； AI）は万能と期待されたが，その期待に応えられずに衰退した時代
が過去にあった。今回はどうなるのであろうか。現状ではその期待に十分に応えられている領域は確
実にあるが，一方でまだまだの分野もある。後者の1つは医療分野への応用であるため，われわれ医師
はAIの活用について，真剣に検討しなければならない。医療分野で最も社会実装に近いのは画像診断
であろう。すでに専門医の実力を超える画像診断ソフトも開発されているし，こうしている間にも新
たな優れたソフトが誕生しているかもしれない。一方で，整形外科疾患の確定診断と治療方針の決定
には，診察所見が重要な役割を担う場合が多い。そのため，現状では，われわれ医師は画像診断等で
AIをうまく活用しつつも，医師としての技量を磨き続けていく必要もあると感じている。そうしない
と近い将来，AIは期待はずれだったと判断され，アナログへ回帰してしまう可能性もあり，それは明
らかに未来の整形外科診療においてマイナスになることは間違いない。
　今後，莫大な量のデジタル化された医療情報が溢れる世の中になり，それらを多くの情報を的確に
処理し必要な情報を抽出し，適切な医療を展開するためにAIは応用されていくだろう。現在のAIには
そのような能力はないかもしれないが，PCの性能が毎年のようにバージョンアップし，日々，多くの
デジタルモダリティーが開発されている現状を鑑みると，その可能性を十分に感じる。もしそのよう
な世の中が到来するなら，私の記載するカルテ情報も大切なデータの1つになるはずである。日々，正
しい診断を行い，電子カルテに記録を残していくことは，近未来の医療の発展につながるのではと思
うと同時に，私のカルテは正しい教師データでありたい。いきなり世の中を変えるソフトは開発でき
ないので，まずは目の前のできることから始めたいと思う。
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